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『未来への宣言』
今、ユースの私たちがユネスコと共にすべきこと〜気候変動をテーマに〜

本宣言の位置付け

次世代ユネスコ国内委員会では、今後の社会を担っていく10代、20代のユース世代が、分野横断的に協力しあい、自発的に気候変動問題の解決に向

けてそれぞれ活動に取り組んでいけるよう、ユネスコにおけるユースの役割と意義について議論を重ねてきました。次世代ユネスコ国内委員会委員と関わりのあ

る玉川大学、奈良教育大学、臼杵高校、長岡科学技術大学など、各地の高校・大学のユネスコ部・ユネスコクラブの学生と連携し、気候変動をテーマに、

私たちが望む日本の未来について、そのために私たちが個人でできる活動、もしくはユネスコと協力してできる活動について、年度を通してディスカッションを行って

きました。

2024年1月21日、ユネスコウィーク2024の一環として開催されたユースフォーラム「ユースによる『未来への宣言』〜ユネスコ活動から考える気候変動〜」で

は、ユネスコ活動を通じて気候変動問題に取り組んでいるユース世代の出会いの場を設けるとともに、多様なユース世代の気候変動に対する関心の向上と促

進を目的とし、教育・科学・文化の分野ごとに登壇者をお呼びして、ユース世代の役割について考えました。

教育は「気候変動問題への対応と持続可能な開発のための教育（ESD）の活性化」、科学は「科学コミュニケーション:気候変動対策への活用方法」、

文化は「地球に優しい生き方を考える場としての『創造都市』の価値」というテーマのもと、ユネスコスクール関係者、研究者、ユース環境活動家、ユネスコ創造

都市関係者、日本ユネスコ国内委員会広報大使など、幅広いバックグラウンドを持つ登壇者とともに、気候変動問題に関する現時点での課題と、その解決に

おける各分野のユネスコ活動でのユースの貢献と役割を議論しました。その後、 『未来への宣言』策定に向けたワークショップを実施し、各分科会のパネルディス

カッションで聞いたこと、考えたことを共有しました。

本宣言には、気候変動問題と向き合うために私たちがユネスコと共に行っていくことが明示されると同時に、他のユースに議論の輪が広がっていってほしいという

私たちの想いがこもっています。Appendixにワークショップの再現方法とユースフォーラムで出てきた意見をまとめていますので、是非読み手の皆さんも、自分た

ちの「宣言」を創ってみてください。その「宣言」に次世代ユネスコ国内委員会が協力できることがあれば嬉しいです。

なお、本宣言は次世代ユネスコ国内委員会が取りまとめましたが、ユースフォーラムに参加いただいた様々な若者と共にディスカッションを重ねて策定されたも

のです。そのため、宣言者は次世代ユネスコ国内委員会とユースフォーラム参加者のユース一同とします。

2024年3月4日（現在）

次世代ユネスコ国内委員会・ユースフォーラム参加者一同



自分たちの未来のために、私たちは次のように活動していくことをここに宣言します。

教育：『持続可能な社会の創り手として、ユース（若者）から気候変動に対するアクションを起こすために、
ユース同士だけでなく全世代での対話の機会を設けていきます。』

科学：『産学両方の研究者、及び世界自然遺産・ユネスコ世界ジオパーク・ユネスコエコパークの関係者と協
働し、日本のハイテク技術を活かした環境保全、またその必要性に関する対話を進めていきます。』

文化：『ユネスコ創造都市ネットワーク関係者と共に、日本各地の独自性と創造性を生かし、より地球にやさ
しい文化の保全、創造と定着、発信に尽力します。』

『未来への宣言』

今、ユースの私たちがユネスコと共にすべきこと〜気候変動をテーマに〜

*次世代ユネスコ国内委員会、玉川大学、奈良教育大学、臼杵高校、長岡科学技術大学など、各地の高校・大学のユネスコ部・ユネスコクラブのユースで、私たちが望む日本の未来について考えました。

今と変わらず北海道の川
に鮭がたくさん遡上してい

る

自然災害への対策と防
災に関する知識とノウハウ
を他国への支援とメンタリ

ング

いつまでも春に満開の桜
の下でお花見できる日本

日本産の美味しい緑茶
が飲める日本

高校生たちが夏の甲子
園で体調崩さずに決勝
戦ができる日本

すいすいどこでも電気バイ
クで旅行できる

地元江戸川区が存在す
る

空気が綺麗な日本
おいしいチョコレートが食

べられる日本

さんまとかまぐろとか、将来
もおいしい魚が食べられ

る！

各地域に多様な魅力が
溢れ、世界に発信され続

ける日本

一次産業が盛り上がって
いる

気候変動について知らな
くても安心して暮らせる

環境難民の人たちと共存
できる世界

紅葉が綺麗な山でハイキ
ングできる

人間と自然(野生生物と
か)が共生できる社会

おじいちゃん、おばあちゃ
んたちの一番の亡くなる
原因が熱中症でない日

本

伝染病や感染症の心配
が今以上になくていい社

会

台風などの天災の被害
（人間にも自然・文化遺
産にも）が今よりも少な

い社会

防災・減災、再エネ先進
国として、外交力を発揮
し、国際協調を推進する

日本

各地で野鳥がみられる日
本

（参考）『未来への宣言』策定に向け、「今、10代、20代の私たちが望む30年後の日本」というお題で意見を出し合った結果の一部*



Appendix 『未来への宣言』 策定に向けたワークショップ

1. ユースフォーラムで開催したパネルディスカッションのアーカイブ動画があるので、リンク（もしくはQRコード）からアクセスして視聴してみる。

（もし可能だったら、教育、科学、文化の三つのグループに分かれて、グループで別の動画を視聴する）

2. パネルディスカッションの動画をもとに、下記の問いについて、各自で考えてみる。

a) 気候変動の問題と向き合うために、あなた個人でできることは何だろう。

b) あなた個人じゃ難しいかもしれないけれど、誰かと協力したら、できることはあるかな。考えてみよう。

3. ２で考えたことを他の人と共有してみよう

4. 出てきたアクションや意見が、マップ（次のページ）のどこに当てはまるか、考えよう。

5. 最後に、自分たちが気候変動問題と向き合っていく上で活動していきたいことを「宣言」しよう！

『今、ユースの私は、気候変動問題と向き合っていくために、 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿。」

QR コード

教育 科学 文化

三つのグループに分かれて動画を視聴した場合

他のグループの人と共有してみよう。

a) それぞれ自分のグループで視聴したパネルディスカッションについて説明する。

b) ２で考えたことを他のグループの人と共有してみよう

1人の場合

ジャムボードに自分の考えたことを貼ってみよう。

ジャムボード（QR コード）

ユースフォーラムで開催した『未来への宣言』 策定に向けたワークショップでは、教育・科学・文化の各分科会によるパネルディスカッションに参加した後、ユース
参加者同士で、各自考えたこと、今後の自分の活動について、意見交換を行いました。より議論の輪が広がっていくように、下記にそのワークショップの再現方法
を載せています。是非、今読んでいる皆さんも友人や知り合いと一緒にワークショップを開催してみてください！

https://youtu.be/elvUjgybTL4?si=CSzaLVnhXrzsi3zO
https://youtu.be/cpCho5RH9OE?si=EMeXudRxRxvGukSu
https://youtu.be/tTbDmqJAm5M?si=kSWmZIdCutRzYbCi
https://jamboard.google.com/d/1Cc840llTARbuFvIx-qqqc91Q4gb9P0JygRmOninI7Zs/edit?usp=sharing


ユースフォーラムで開催した『未来への宣言』 策定に向けたワークショップでは、教育・科学・文化の各分科会によるパネルディスカッションに参加した後、ユース
参加者同士で、各自考えたこと、今後の自分の活動について、意見交換を行いました。下記はその時に出てきた意見をまとめたマップです。是非、読み手の皆さ
んも、前のページを元に自分の意見が下記のマップのどのあたりに追加できるか考えてみてください！

Appendix 『未来への宣言』 策定に向けたワークショップ 意見マップ

文化

科学

教育

#創造

創造都市について知
る・行ってみる

創造都市、
全都市訪問

臼杵市に社会見学に行きたい！

創造都市ユースサミット開催

想像し、共創する

画一性より独自性

色々な場所、人たち、
コミュニティに出会う、
行く、参加する

「世代」意識を連帯に使う

大人と協力する

大人を動かす

世界のユースと
の交流協働

今日会った人と次のアクションを

人と人との交流から
文化は始まるので
は！？

多様な価値観に触れる

学校・ユースの活動に目を向ける

ユースと組織
をつなげる

みんな幸せ

都市同士
の連携

ユースを巻き込み、
全世代でやる気を
起こす

地域連携

若い世代同士の
コミュニティを広め
る場所を作る

企業との意見
交換の場

地域の人との交流の場

#繋がり

ユースを信じろ！

ユースと大人の繋がりを作る

イベントに参加し、同じような
マインドセットを持っている人と
ネットワーキングする

学習発表会のあり方を外部の人たち
も参加できるように考え直す

他者への想い

自らが、気候変動に対するイベ
ントや団体などに参加してみる

同級生と気軽に
気候変動などに
ついて話してみる

いろんな人と関わる！取り組みに巻き
込んでみる！

対話

「意識高い系」を脱す

専門用語を使わず、
社会課題を身近なも
のに

友人と社会課題
を話題にしてみる

若者ならではのニーズを聞く機
会を作る→対話の場作り

#対話

身の回りの具体的な
問題・課題を知る機
会をつくる

SNSで情報共有

イベントのことを誰かに
伝える！

気候変動以外にも、
環境問題について発
信する

発信をする

情報発信

些細なことでも何かしらの
手段で発信してみる！

アウトプットする場の提供

事例の発信

社会への意見をSNS
コンテンツにして発信

明確な目標を立てて
発信する

自分が学んだことをアウ
トプットする場をもうける

関心の窓をたくさん開けて
おいて、色々なアクションの
手段を持っておく

#発信

ゴミのリサイクルをする

自然を大切にできるように

油を渡す

やりたいことを
社会の中で
やる

継続

決められたことをやる
よりも、ちょっと尖って
いる方がいい！（か
も）

誰かしらのロールモ
デルになれたら

意見を持つ

マイボトルを持ち歩く

ゴミの分別
食文化を守る

30年後の自分を守る意
識地球への愛

心の幸せ

不安なことばかりではなく、希望
を持てるような気持ちを持つ

#意識

アクションを起こし
やすい環境を作る
努力

自分の「やりたい！」ことを突
き詰めて、最終的には教育
関係のことしたい

探究などの授業を利用し、
情報を伝える

自分が学んでる林業を次
は近くの小学校の子たちに
教える、伝える立場に！

生き物の大切さを自
分の経験を通して伝
えたい

政策について学ぶ

立場が違う人にも、自分の
考えを発信してみる

数学の時間を削って外へ出て、フィール
ドワークしたい。教員と野外散歩。

環境学講座で外部交流、
意見交換などをする

「学校内」の他に、
「学校外」とのつなが
りを作る

大学周りをもっと知る

もっと子供たちの想像力
や行動力を活かせる場
を作りたい！

場所作り

「サードプレイス」でいきいき
活躍できる仕組みづくり

ユネスコ部を作る

問いを育む教育

学ぶ場の提供

オンライン
出前授業

実態に触れる
ワークショップづくり

学び・気づきを共
有する環境づくり

ICT・オンラインの
活用

活動へのアクセスに差
がでない環境づくり

youthによる出前授業

探究学習を
ユースが作る

#活動

• 気候変動などのグローバルイシューに向き
合っていくには、世代間での対立ではなく、
協働が必要

• 気候変動との多様な関わり方があることを
知ってもらうことが重要

• 問題意識を共有できるコミュニティを獲得す
ることが大切

• 学びをアウトプットし、周りをアクターとして巻
き込んでいくことが重要

• 自分が考えること主張したいことを社
会に対してソーシャルメディア等で発
信していく地道な活動が重要

• ただ発信するだけでなく、情報の受け
手のニーズやトレンドを理解し、バズら
せる戦略を立てることも大切

• 一方、受け手側は多様なメディアを
通じてアンテナを張ることに加え、正し
い情報の取捨選択をすることが重要

• 独自性×創造性=持続可能性
• 「まち」に息づく文化や知恵を学
習し、次世代の誇りとアイデンティ
ティを育む

• 次世代が自らの「まち」の誇りを
語り、他の「まち」の誇りを学ぶこと
の出来る機会の創造が重要

• 創造都市とフェアトレードタウンの
連携

• 地球に優しい生き方の根源は他
者への意識と他者との関わりにあ
る

‐凡例‐ ：各分科会における議論のサマリー ｜ ：ワークショップで出た意見をグループ分けしたもの
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Declaration for the Future:
Cooperative Efforts between UNESCO and Japanese Youth Concerning Climate Change

Background

Since April 2023, we, the Youth Committee of Japanese National Commission for UNESCO, have engaged in discussions regarding the role
and significance of youth in the future. These discussions aim to empower youth aged between 10 and 30 who bear responsibility for shaping
the future of our society, encouraging them to collaborate across diverse fields and engage in addressing issues related to climate change.
Throughout the year, we have collaborated with students from UNESCO-affiliated communities in high schools and universities across the
country, such as Tamagawa University, Nagaoka University of Technology, Nara University of Education, and Usuki High School. We discussed
activities that individuals can pursue independently or in collaboration with UNESCO while envisioning the future of Japan in relation to
climate change.

On 21 January 2024, during UNESCO Week 2024, we convened at a Youth Forum held in Japan titled "Declaration for the Future by the
Youth: Considering Climate Change through UNESCO Activities” to promote collaboration between youth groups engaged in UNESCO activities
and experts. The forum provided a platform to address climate change and enhance and promote diverse interests of youth in the fields of
education, science, and culture.

The Forum was divided into 3 different sessions that were held concurrently: "Education in Response to Climate Change Issues and
Sustainable Development (ESD)" by the subcommittee for education, "Scientific Communication: Countermeasures in Response to Climate
Change" by the subcommittee for science, and “The Value of 'Creative Cities' as Places to Consider Earth-friendly Lifestyles" by the
subcommittee for culture. Current challenges related to climate change issues and the roles of youth and their contribution to UNESCO
activities were discussed alongside experts during the panel discussions at the end of each session. The concluding workshop of the forum
established a basis for a comprehensive draft outlining our “Declaration for the Future“, incorporating the contents of each subcommittee’s
session.

This declaration not only explicitly states our commitment to addressing climate change issues collectively with UNESCO, but also
reflects our aspiration for broadening engagement among youth across Japan and around the world. In the Appendix, we have outlined the
procedures for replicating the workshop and summarized the opinions expressed during the Youth Forum. We urge all readers and
stakeholders to formulate their own "Declaration for the Future.“ The Youth Committee of the Japanese National Commission for UNESCO
stands ready to support any initiatives related to it.

Furthermore, while this declaration was compiled by the Youth Committee of Japanese National Commission for UNESCO, it was
formulated through discussions in collaboration with other participants of the Youth Forum. Therefore, this declaration represents both the
Committee and the Youth Forum participants.

March 4, 2024
The Youth Committee of Japanese National Commission for UNESCO and the participants of the Youth Forum



We hereby declare that in consideration for our future, we will engage in the following activities

Education “To create opportunities for dialogue not only among youth but across all generations, encouraging action on
climate change to foster builders of a sustainable society”

Science “To collaborate with researchers in academia and relevant industries, as well as stakeholders from World  
Natural Heritage sites, UNESCO Global Geoparks, and Biosphere Reserves, advancing dialogue on the  
utilization of  Japan's high-tech technologies for environmental conservation and the importance there of”

Culture “To leverage the uniqueness and creativity of various regions in Japan to conserve, create, establish, and
disseminate environmentally friendly cultural practices alongside stakeholders from the UNESCO Creative
Cities Network”

Declaration for the Future
Cooperative Efforts between UNESCO and Japanese Youth 

Concerning Climate Change

*Conceived by The Youth Committee of the Japanese National Commission for UNESCO, along Tamagawa University, Nagaoka University of Technology, Nara 
University of Education, Usuki High School during previous discussions.

Salmon that still swim 
upstream in the rivers of 

Hokkaido

Expertise in disaster 
mitigation to mentor 

other countries in dealing 
with natural disasters

Somewhere to enjoy 
cherry blossoms with 

family and friends

A place where you can 
drink delicious Japanese 

green tea

Where students can play 
the “Summer Koshien” 

finals without heat stroke 
risk 

Somewhere to easily 
travel anywhere on an 

electric bike

A place were Edogawa 
ward (Tokyo) still exists

A place with clean air
A place where you can eat 

delicious chocolate
A place where delicious 
fish can still be enjoyed

A Japan that  continues to 
broadcast its appeal of all 

its regions to the world

A thriving primary 
industry

A place where you can 
lively comfortably without 

worrying about climate 
change

A place to share with 
climate refugees

Somewhere to hike in the 
mountains full of autumn 

colors

A society where humans 
and nature and wildlife 

can coexist

To diminish death by heat 
stroke, which is the main 
cause of death for elders

A society where concerns 
about infectious diseases 
are no greater than they 

are now

A society where damage 
from natural disasters is 

lower than now.

A country capable to exert 
diplomatic influence and 

promote international 
cooperation

A place where wild birds 
can be seen everywhere

(Appendix) Some of the comments we received from a discussion aimed at formulating a "Declaration for the Future" under the theme 
of “How I, as a Youth, envision Japan in 30 years” *



QR code

*All archived videos are in Japanese

Appendix “Declaration for the Future” – Draft formulation workshop

1. Access to the archived videos* of the panel discussions held during the Youth Forum by clicking or reading the QR codes below.
(if working in group, create 3 teams and assign one video to each)

2. After watching the panel discussions on video reflect on the following:
a) What can you do as an individual to address the issue of climate change?
b) What actions can you take with the people around you? (e.g., family, friends, colleagues)

3. Share your thoughts with other people!

4. Categorize the brought-up actions/ideas and locate them in the map where it may correspond (Refer to next page)

5. Finally, let’s redact a “personal declaration” of a specific action that we can do to combat climate change!

“As a member of the youth, I am committed to tackling the climate crisis by…

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿.”

During the Youth Forum, participants engaged with experts in panel discussions within the Educational, Scientific, and Cultural subcommittees. Following this,
youth attendees exchanged ideas about their individual reflections, such as actual and future activities in the “Declaration for the Future” draft formulation
workshop. To encourage further discussion in Japan and around the world, we have provided some guidelines below for replicating this workshop. We
encourage all readers to consider organizing a workshop with friends or acquaintances and create their own "Declaration for the Future”!

If working alone
Access the Google Jamboard below and write your thoughts 
(Google Jamboard QR code)

If working in groups
Share your ideas with the other group members
a) Explain what you thought/learnt from the panel discussion
b) Share your reflections from step 2

Education CultureScience

https://jamboard.google.com/d/1Cc840llTARbuFvIx-qqqc91Q4gb9P0JygRmOninI7Zs/edit?usp=sharing
https://youtu.be/elvUjgybTL4?si=CSzaLVnhXrzsi3zO
https://youtu.be/tTbDmqJAm5M?si=kSWmZIdCutRzYbCi
https://youtu.be/cpCho5RH9OE?si=EMeXudRxRxvGukSu


‐ Usage Guide ‐ ：Summary of discussions in each subcommittee｜ ： Opinions expressed at the workshop (categorized based on the topics)

Culture

Science

Education

#Creativity

To get to know the “Creative Cities” and 
learn more about it

Visit all the 
“Creative Cities” 
(Japan)

I want to go on a field trip to Usuki City

To hold a “Creative City youth 
summit”

To imagine and create 
together

Individuality over 
conformity

Go to places, meet 
people, join 
communities

To use generational 
awareness to create 
solidarity

Collaborate with 
older generations

To invite elder generations 
to take action

To interact with the Youth around the 
world

Plan the next step with the person you met 
today.

Doesn’t ‘culture’ begin with 
interaction between people?

To experience diverse values

To give ownership to youth and schools activities

To engage youth in institutions and 
organizations

Collective happiness

Cooperation 
between cities

To get youth involved and inspire 
motivation across all generations

Local cooperation

To provide youth with 
platforms and spaces to 
collaborate

To create a place for exchanging 
ideas with companies

To create a place to interact with 
local people

#Connection

Believe in the Youth!

To connect ‘adults’ and the ‘Youth”

Join events and create networks 
for like-minded people

To rethink the format of Presentations of 
Learning (POL) and invite the general public

To think about 
others

To participate in events and 
organizations that combat climate 
change

Talk casually with classmates about climate 
change

To interact with people from various fields and 
get involved in projects together

Assertive 
communication

To engage actively in 
projects without 
becoming pedantic

To make social issues 
more comprehensible by 
avoiding specialized 
terminology.

To discuss about 
social problems 
with friends

To create opportunities to listen to 
the needs and opinions of young 
people 

#Dialogue

Create opportunities to learn 
about specific problems and 
issues around us

To create and share content 
in SNS

To invite people to local 
events

To disseminate 
information about 
environmental issues 
besides climate change

To disseminate 
relevant information 

ourselves

Info diffusion

To share even the smallest 
things in some way!

To provide “practical output” spaces

To diffuse case studies

Share opinions about 
society through SNS 
content.

To set clear goals and 
communicate them

To create a student platform 
to share what is learnt.

To keep “windows of 
interest“ open and have 
various means of action 
available.

#Diffusion

Consciously recycle 
and separate trash

Cherish nature

To reduce cooking oil consumption

To do what you want to 
do in society

Continuity

To question 
existing norms 
and practices

To become 
someone’s role 
model

To have your 
own opinion 

To stop the single-
use of plastic bottles

To protect culinary 
traditions To be aware of taking care 

of your future self

To love the planet
Prioritize 
happiness

To have feelings of hope, not just 
anxiety

#Awareness

To increase efforts to create 
an environment that 
facilitates taking action

To pursue my dream and 
figure out how to contribute 
to education by sharing my 
experience

To utilize inquiry-based 
learning and other types of 
classes to convey information

To share my knowledge 
with children from nearby 
schools

To convey the 
importance of living 
creatures through my 
experience

To learn about 
politics at school

To try share ideas with 
other people with 
different perspectives

To take regular outdoor 
walks to reconnect with 
nature

To exchange opinions with the 
public during environmental 
studies courses 

To create an out-
of-school 
network

Project-based learning 
programs by youth

To know the university 
surroundings better.

To create more opportunities 
to harness children's 
imagination and initiative!

Space-
creation

To create a mechanism for 
vibrant activity in the ‘third 
place’ 

Education that 
fosters questioning

To provide spaces 
for collective 
learning

Online outreach 
lessons with experts

To create workshops 
centered on real-time 
situations

To create an 
environment for 
sharing, learning, and 
insights.

To utilize ICT/ Online 
resources to the fullest

To develop barrier free/ 
inclusive learning activities

Outreach lessons/ 
activities led by youth

#Action

• In dealing with global issues such as climate 
change, we need more collaboration, not 
conflict between different generations of 
people.

• It is important to let people know that there 
are many ways to relate to climate change.

• It is important to establish a community 
where people can share their awareness of 
issues.

• It is important to output what you have 
learned and involve those around you as 
actors.

• It is important to make steady efforts 
to communicate your opinions and 
what you want to advocate through 
social media, etc.

• It is important not only to put out 
information but also understand the 
needs and trends of recipients and 
develop strategies for such 
information to reach them.

• On the other hand, recipients of 
information need to be selective 
about what information to take in 
and be alert.

• Uniqueness x creativity = 
sustainability

• Learn about the culture and 
wisdom within the local 
communities and foster pride and 
establish the identity of the next 
generation

• It is important to create 
opportunities for the next 
generation to talk about the 
geographical uniqueness of their 
hometowns and learn about the 
pride of other towns.

• Collaboration between creative 
cities and fair-trade towns

• The root of an earth-friendly way of 
life lies in awareness of and 
relationships with others.

To create a club for 
UNESCO activities at 
school

Appendix “Declaration for the Future” – Draft formulation workshop map
During the Youth Forum, participants engaged with experts in panel discussions within the Educational, Scientific, and Cultural subcommittees. Following this,
youth attendees exchanged ideas about their individual reflections, such as actual and future activities in the “Declaration for the Future” draft formulation
workshop. To encourage further discussion in Japan and around the world, we have provided some guidelines below for replicating this workshop. We
encourage all readers to consider organizing a workshop with friends or acquaintances and create their own "Declaration for the Future”!


